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1　題材名　　｢かずをあわせてみよう｣

2　題材について

(1)題材設定の理由

<生徒の実態>

本グループは, 1年生が2名, 2年生が2名, 3年生が2名の生徒で構成されている｡これまで生徒

たちは,ボウリングゲームや魚釣りゲームを通して,具体物や絵カードの数を対象とした学習を

行ってきた｡ 10までの数について,個数を数え,数詞や数字に相互に変換したり,大小比較した

りする力が着実に身に付いてきた｡整然と並んだ対象物であればまとめてとらえようとする力も

身に付きつつある｡しかし, ｢友達は何人ですか?｣ ｢全部でいくつですか?｣の質問に対して,

数え間違いがよく見られたり, ｢5人と4人で何人?｣ ｢あと何人で7人になりますか?｣といった

数の操作が必要な質問に対して,時間を要したり答えられなかったりする様子が見られる｡数学

的な実態を詳細に見てみると, 2, 3個の具体物の数は,どの生徒も直感的に数えることができる

が,それ以上になると指差しをしながら数をとらえていることが分かった｡また数を合成につい

ては,一つずつ数え足しをしながら考えていることが分かった｡これらの個数数えや数の操作の

実態から,生徒たちは数を順序数的にとらえる思考に偏っていると考えた｡一つずつの数をとら

えたり,数え足しをしたりするので,数が大きくなると間違えやすくなったり,操作に時間が掛

かったり,ひいては大きな数の理解につながりにくくなったりしていると考えた｡生徒によって

正確にとらえられる数の大きさに差はあるが,数を集合数としてとらえたりまとまりとして操作

したりすることが共通する課題であると考えた｡

<題材の意義･価値>

本題材は,二つの数を合わせて別の数を考える活動である｡具体的に数を一つずつ数えていく
ことに加えて,二つの数が一つの数に変化することを抽象的に考えることができる活動である｡

数を順序数としてだけでなく集合数としての理解が深まる学習であると考える｡一つずつ数を数

えてとらえるだけでは拡がりにくかった数対象も,まとめたり関係付けたりできるようになるこ

とで扱える数も増えていくものであると考える｡

<ねらい>

そこで本題材では,合わせて10までになる数の合成を考える学習を通して,数をまとまりとし

てとらえたり関係付けて考えたりできるようにし,数概念の理解を深めていきたいと考える｡

<指導観>

生徒たちは,数の学習については,数字だけを取り扱って抽象的に考えることが苦手なので,

具体物を使ったり具体的な活動を行ったりして,抽象的に思考する学習を進めていけるようにす

る｡生徒が課題意識をもったり,他の場面での実践意欲を高めたりできるように,単位時間ごと

にねらいを焦点化し,導入や終末において生徒がしっかりと意味理解することができるように工

夫する｡ -単位時間ごとにねらいを発展させながらも学期を通して同じ活動に取り組み,繰り返
しの活動を通して学んだことが確実に定着や活用ができるようにする｡集団活動の側面もあるの

で,生徒の動きが交錯して混乱が生じないようにしたり,使用する教具によってけがをしたりし

ないように,順番や指示をしっかり聞くといった約束を守れるよう安全面にも十分に配慮する｡

<展望>
このような学習を通して,数のとらえ方,考え方が発展し,人や物の数を大きくなっても正確

にとらえたり数操作したりできるようになり,必要な数を括ってきたり準備したりする行動がよ

り素早くに行えるようになると考える｡数量の合成から足し算につながり,さらに分解や引き算

の学習にもつながっていくと考える｡

-13-



観点 狽蕋F.M 挽臙M.T 蕋0.N ����
(1年,寡) 茶D篳(2年,男) 茶)D篷&｢(3年,男) 茶9D篳������

数唱 -ﾈ,X,ﾉB5まで一つず -ﾈ,X耳,"10まで一つ -ﾈ,X耳,"10まで一つ ����������

字を読み,2ま (輾ﾛx+X,I2ずつ指差して (輾ﾛx+X,Bずつ指差して (輾ﾛx+X,IB����������
での対象物を 丿ﾘ,H*h.数えることが H*h.,h*｢数えることが h.,h*ｨ,X*ｲ������������
直感的にとら h*ｨ,X*ｸ.薬できる05以上 X*ｸ.X決2できる○ 8-ﾈ,X,ﾘ-ﾂ���������
えることがで 凾ﾍ不正確なと ﾙW98ｦﾘ,bh-IH*h.����������

きる. 凾ｱろがある〔 .ｸ*ｨ*.h*ｨ,X*ｸ.停�������
記数 白ﾃ(,ﾙYﾒ10までの数 -ﾈ,X,ﾉB20までの数 -ﾈ,X,ﾉB三位数の数 ����������

ことができる○ *ﾘ+,h*｢を書くことが *ﾘ+,h*｢を書くことが *ﾘ+,h*｢���������������

できる〔 X*ｸ.ｲできる∩ X*ｸ.bできるへ ������
順序数 -ﾈ,X,ﾉB10までの数 -ﾈ,X,ﾉB10までの数 -ﾈ,X,ﾉB10までの数 ������������

字カードを順 倬ｨ4ｨｸ6字カードを順 倬ｨ4ｨｸ6字カードを順 倬ｨ4ｨｸ6狸��������������
に並べること 亶H,兔-x.逆に並べるこ 亶H,兔-x.に並べること 亶H,兔-x.������������
ができる○唱 h*ｨ,X*ｸ.薬とができるo h*ｨ,X*ｸ.薬ができる｡唱 h*ｨ,X*ｸ.薬������

えることもで 傅X*h.,h.唱えることも 傅X*h.,h.えることも"で 傅X*h.,h.������������
きる〔 X*ｸ.停できるへ X*ｸ.ｲきる. X*ｸ.停�������

集合数 H㈱+X+ﾘﾜR最後に唱え 俐Xﾎ8,傅X*b最後に唱え 俐Xﾎ8,傅X*b最後に唱え ����
後の数が個数 ﾙH霾*ｨﾌ)Bた数詞が個数 ﾙH霾*ｨﾌ)Bた数詞が個数 ﾙH霾*ｨﾌ)B������������
であることの �,X*�.�+�,h/��であることを �,X*�.�+�,h/��であることを �,X*�.�+�,h/��
理解があいま 凉ﾘ+X,H*(.ｲ理解している○ 凉ﾘ+X,H*(.理解している｡ 凉ﾘ+X,H*(.薬��������
いであるol, -ﾈ,X,ﾙ+ﾈｫI43までは直感的 (,h+X+ﾙG｢3までは直感的 (,h+X+ﾙG｢��������
2は直感的にと h.x*h.x.｢にとらえられ ,SX-ﾈ,X,ﾙ+ﾂにとらえられ ,SX-ﾈ,X,ﾙ+ﾂ���������
らえられる○ るo 亅I4h.x*b.x.ｨ.停る｡ 亅I4h.x*b.x.ｨ.������������

大小比較 X抦,ﾈ･IDiいっぱい｣ -ﾈ,X,ﾉBi大きい(小 -ﾈ,X,ﾉB10までの数 ����������
理解が十分に +X,,j8,ﾂの大小比較が 8*"9ﾉ(｢の大小比較が ﾈ-津ﾂ���������������
できていない○ 侏靜ｨ,YX抦/yﾒ+X,H*(.ｸﾛr,ﾉX*ｸ*)I:ﾒ/NHｧ(,X*ｸ.できるo ｹ4丼IDﾘ*ｨ**(-ﾈ*(,R*.薬できる. ,yX-ﾂ*H,ﾉNHｧ"*ｨ,X*ｸ.ｲ���������������������������������

合成 侭H/ﾘx.ﾒi数を合わ 侭H/ﾘx.ﾒi数を合わ 侭H/ｸ+z2i数を足す｣ ����������
せる｣の意味理 ,ﾈjyﾒせる｣の意味理 ,ﾈjyﾒ｢+｣の意味が ｺ8,ﾈj*｢����������������

解は,不確実で 弌,ﾒﾉW8ｦﾘ,R解は,不確実で 弌,ﾒﾉW8ｦﾘ,R分かるo 兒ｨ*ｲ���������
ある. �*�.停�あるへ �*�.��ｲ�

三嘆(敬 -ﾈ,X,ﾉBlOまでの数 -ﾈ,X,ﾉBlOまでの数 -ﾈ,X,ﾉB10までの数 ������������

詞.数字, ﾉH霾*yBの数詞,数字 ﾉH霙ﾉH鬚の数字-具体 ﾈﾆ域ｲﾉH鬚の敬嗣-数字 ������������
具体物)関 倬ｨ4ｨｸ6を把握するこ F8簡+x.物変換ができ F8簡+x.-具体物の変 ���������������
係 H+,h*ｨ,X*ｲとができるが, h*ｨ,X*ｸ.｢ﾂる○数詞との h*ｨ,X*ｸ.｢ﾂ換ができる｡ ���������

る○ 塗決8,ﾉH,ﾉB6以上の数の数 亊hﾅx*ｨ晴+YW26以上の数の数 �����
数詞,数字 H鬚ﾘｾ詞,数字-具 8ｦﾘ,h+.ｲ詞,数字-具 ��������

-具体物変換 ﾉZ噂x,儻2体物変換に不 ｨ*.薬体物変換に不 ������

はまだ難しいo 8ｦﾘ,h+.ｲ*ｨ*.ｲ正確なところ がある〔 剞ｳ確なところ がある∩ �������

知覚(覗 ｹZr視力が弱く, 倡yh,ﾉOxﾝr聴覚過敏で 兌x*ｸ竧.視覚,聴覚 ���������
質,聴覚) h*ﾘ雹ﾈ/+ｲ麻痺による微 ﾘｾｨ訷,Rあり,大きな音 ﾘ+8*ｨ*.つは比較的良好 �����������
と運動 x+X+ﾘ.にV細,粗大運動 .ｹ*隕ﾒにはよく耳をふ 侏靜ｩyﾘ,である○指先 �����������

先の微細運動 仞ｨ訷+8*ｨ*敏感で好きな 8*ｸ雕,rしさが見られ ﾉﾞﾈ.|xﾔB�������������
が苦手であっ ｹ[x*ｸ竧.ことはよく聞 倩ｸｦ霄h呵,ﾒる○ X*.ｲ����������

たりする. ﾙ;闕8,X*.停いている〔 闕8,X*.ｲ�������
授業中の Hｧx,ﾈｼb友達など周 乖)JﾙUﾂ見て記憶し ykW9ｹ9学習には集 ����������
様子 �,�,ﾙ���4�,��園のことに気 �,����4�,X*��たり,写した �,X�8ｽB��I7��申して意欲的 

参加する｡書 倬ﾘ+ｨ+ｸ.｢ﾂるo難しい課題 x.,h,ﾒにむらがある 偃h.x-������������
字等苦手なこ 偖y(h*ｨ,h*ﾈ.｢に対しては,す 闕8+｢ﾈﾋが,学習課題 h*ｨ,X*ｸ.ｲ�������
とには消極的 (+x*(ｹJﾙUﾂぐにあきらめた 冽H,h.kに取り組む集 冲i$(,ﾈﾗ9:｢���������
になつたり自 �.(��ｬ�9�,X,ﾒ�り注意喚起をし �/�yﾘ��+x.�+��中力は高い｡ 亢8,�,�.に�r�
己流で学習し 仗8+Rﾈﾗ9:たりする○てい h,ﾙW9;闕8,R記憶が苦手で 傲(+X+ﾘ*ｨ.冤｢�����
たりする○意 ｩ+ﾘ.つねいさに欠け, .Zｨ*r二つの課題を ｨﾊx.ｨ.薬�������������

欲向上のため 凛9X+ﾘ.r試行しながら答 (+,h,ﾘｻ2同時に遂行す ��������
に,教師の称 鬩9ﾂえを求めること 倡H,ｹh+x.ることは難し  �������
贅が有効であ る. ﾞﾈ*ｨｾｨ訷,R*.は苦手であるo 佛委ﾈ*ｨ*.ｲい○ ���������

生活場面 ｳmｨ,ﾘ*"作業学習で 俥ﾈｼhｧx,R自分で折った ﾉﾂIOたすJ ������������
での様子 ﾘ,#,ﾈﾜRの出来高や友 ﾒﾊ#hy6R紙箱の数を数え I_ﾙ,X,ﾒﾂは?｣に答え ������������

初の数にとら (,ﾉﾉH,ﾈｦﾒてくださいo｣ 俤ｲﾈ耳,(+"全員で6人は x.ｨ.｢ﾊ(ｲ�����������
われて,正確 僖h,ﾘ輾ﾛx+X,Rの教師の指示 H*bﾉH*hｭH知っているが, ﾈ,hﾏｹﾈ,X嶬��������
に数をとらえ ��H*bﾉ���ｹZ��に数え間違い �*(*ｨ*�,�+ﾘ.つ�欠席者がいる ��ﾃ�5�9�,ﾈ��
られないこと ｨﾊh,(,bがよく見られ H霾,ﾈﾋ(ｭHと指差しで数 冢(,ﾈ*(,Rﾂ����������
がある○ 兒ｨ*x,ﾘ,.窒るo (*ｨ*,+ﾘ.r.ｲえて確認し, ｨ*h,倬隴H/��������������

時間を要する( 冽h+x.ｲ��



3指 導 目標

(1)全 体 目標

○ 合わせて1～10に なる2数 を合成する学習活動 を通 して,数 をまとま りとして とらえた り関

係付 けて考 えた りす ることができるようにす る。

(2)個 人 目標

生 徒

H.T

(1年,男)

F.M

(1年,女)

M.F

(2年,男)

M.T

(2年,男)

A.T

(3年,男)

O.N

(3年,女)

本題材に関する課題

二 つ ま での 個数 を直 感 的 に と らえる こ

とが で きるが,二 つ を超 え る物 は 個数 と

して数 え られ ない。

3ま で個数は直観 的に とらえることがで

きるが,そ れ以上の数になる と順番 に指

差 して とらえる。数 が大き くなると個数

数えや数変換が不正確になる。

3ま で の個 数 を直観 的 に と らえ る ことが

で き,お よそ100ま で数 を唱 えた り,三 位

数 の 金額 を読 ん だ りす るが,実 際 の個 数

や 数字 との対 応 は不正確 であ る。3を 超 え

る数 は,順 番 に指 差 して とらえる。7以 上

の数 に な る とよ く個 数 数 えや 数 の 変換 に

間違 いが見 られ る。

整然 と並んだ対象物であれ ば,5ま での

個数を直観的にとらえることができるが,

それ以上の数は順番 に指差 して とらえ,

数字 一数詞 との対応が不正確 なところが

ある。実生活場面での数の取 り扱いに結

び付きにくい。

3ま で個数は直観的に とらえることがで

きるが,そ れ以上の数になる と順番 に指

差 してとらえる。7以 上の数 になると個数

数えや数の変換に間違いがよく見 られ る。

5ま で の数は,直 感 的 に と らえ る ことが

で き るが,数 の合 成 につ い て は,一 つず

つ数 え足 し(引 き)し なが ら思考 計 算 し,

集合 数 同 士 で ま とめ て数 を と らえて思 考

計算す るこ とは難 しい。

具体的な個人 目標(規 準)

合 成 して1～5に な る2数 を合 わせ

る学 習活動 を通 して,5ま での数 を集

ま り(集 合 数)と して と らえ る こ とが

で きる よ うにす る。

合 成 して1～10に な る2数 を合 わ

せ る学 習 活 動 を通 して,数 を ま とめ

て と らえた り,二 つ の数 を使 って 表

した りことがで きる よ うにす る。

合 成 して1～10に な る2数 を合 わ

せ る学 習 活動 を通 して,数 を ま とめ

て と らえた り,二 つ の数 を一 つの 数

に合 成 変 換 した りす る こ とが で き る

よ うにす る。

合 成 して1～10に な る2数 を合 わ

せ る学 習 活動 を通 して,数 を ま とめ

て と らえた り,二 つ の数 を一つ の 数

に合 成 変換 した りす る こ とが で き る

よ うにす る。

合 成 して1～10に な る2数 を合 わ

せ る学 習 活動 を通 して,数 を ま とめ

て と らえた り,二 つ の数 を一つ の 数

に合 成 変換 した りす る こ とが で き る

よ うにす る。

合 成 して1～10に な る2数 を合 わ

せ る学 習 活動 を通 して,2数 を集 合

数 と して ま とめて と らえ,和 の計 算

がで きるよ うにす る。
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4指 導計画(総 時数10時 間)

次 主な学習活動(内 容)

1数 字カー ドを並べ た り,数 字に数板 を対

応 させた りして,数 階段を作 る。

(数の順番や量感 の確認)

2さ い こ ろゲー ム をす る。

(二つ さい ころの 目の ドッ トを合成 す る。)

時数

2

時間における全体目標

○ 数 を合わせ ること(数 の合成)の 意

味が理解できるよ うにする。 二つの

数板や数字が,一 つの数板や数字に

変換 できることを理解できるように

す る。

二

1数 字カー ドを並べた り,数 字に数板を対

応 させた りして,数 階段を作 る。

2さ い ころ ゲー ム をす る。

(二 つ の さい ころ の 目の ドッ トや 数 字 を 合

成 す る。)

3合 成 の 問題 を解 く。

(教 師 の言 った数 詞 を合 成 した り,ワ ー ク

シー トの 問題 を解 いた りす る。)

6

本時

 (5/6)

〇 二つの数板 を合わせて,一 つの数

板 に変換できるよ うにする。

〇 二つの数字 を合成す ることができ

るようにす る。

〇 二つの数詞 を合成す ることができ

るようにする。

三

1合 成の問題 を解 く。

(教師の言 った数詞 や 自分で振 った さい こ

ろの 目の数 を合成 した り,ワ ー クシー トの

問題 を解 いた りする。)

2 ○ いろい ろな具体物 を使 いなが ら数

を合 わせ ること(数 の合成)に ついて

考 え,自 分で合成の問題 を考 えた り

友達の問題 に答 えた りすることがで

きるようにす る。

2数 合わせ ゲームをす る。

(数の合成 の応用問題 を考える。)
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5　本時の学習(7/10)

(1)全体目標

○　数板や木製ブロック等の操作を手掛かりに, 2数の合成ができる｡

(2)個人目標

生徒 仞ﾉ4盈ｩUr斡ｸ����

H.T (1年,男) ｹIL(,ﾉﾞﾈ.(6(6x,ﾉH/訷ｧﾈ*鎚ﾘx.ﾘ+CX-ﾈ,X,ﾉH,ﾈﾘyﾈ*ｨ,X*ｸ.ｲ��������������

F.M (1年,女) ｹIL(.(7ｸｸ8ｸ,ﾉﾞﾈ/訷ｧﾈ*鎚ﾘx.ﾘ+C-ﾈ,X,ﾉH,ﾈﾘyﾈ*ｨ,X*ｸ.���������������

M.F (2年,男) ｹIL(.(7ｸｸ8ｸ,ﾉﾞﾈ/訷ｧﾈ*鎚ﾘx.ﾘ+C-ﾈ,X,ﾉH,ﾈﾘyﾈ*ｨ,X*ｸ.ｲ���������������

M.T ｹIL(.)mｸ7X8ﾘ6(4ﾉﾞﾈ/訷ｧﾈ*鎚ﾘx.ﾘ+C-ﾈ,X,ﾉH,ﾈﾘyﾈ*ｨ,R���������������

(2年,男) ｸ.ｲ���

A.T ｹIL(.)mｸ7X8ﾘ6(4ﾉﾞﾈ/訷ｧﾈ*鎚ﾘx.ﾘ+C-ﾈ,X,ﾉH鬨,ﾈﾘyﾈ*｢���������������

(3年,男) 坪,X*ｸ.ｲ��

0.N (3年,女) ｹH鬨/訷ｧﾈ*鎚ﾘx.ﾘ+C-ﾈ,X,ﾉH鬨,ﾈﾘyﾈ*ｨ,X*ｸ.������������

(3)指導及び支援に当たって

本時まで生徒たちは,さいころを使ったゲーム活動や具体物を使った操作をともなう個別学習

を通して,二つの数を｢つの数に変換(合成)しようとする数学的な考え方が身に付き,合成でき

る数も着実に増えてきた｡本時も同様に,ゲーム活動を通して,集団で数について具体的に考え

ることから始め,数について具体的と抽象的と相互に思考し,個別学習を通して,抽象的概念の

意味理解が図れるようにしていく｡生徒が2数の合成を通して,数をまとめてとらえ, 2数を合

わせることで別の数になることを十分に理解できるように以下の手立てを考える｡

るために

前時までに取り組んできた個別学習プリントや教材教具を提示し,できるようになったことを

具体的に確認できるようにする｡本時での学習課題となる合成数を具体的に提示し,同じ方法で

考えることを意識するように言葉掛けをする｡

操作を十分に行うために

集団学習では,自分で振ったさいころの目を数対象とし,合成を具体的に思考するようにする｡

さいころの目の数は全員同じとするが,数対象を数字またはドットとし実態に応じたものとする｡

自分のさいころの数だけでなく,友達の数も合成したり友達と自分の数を合成したりして多くの

合成パターンを思考するようにする｡思考･操作は｢○と△を合わせると口になります｡｣と言

語化するようにし,合成を数詞の側面からも思考できるようにする｡

個別学習では,対象とする数の大きさ,学習ペースを踏まえ,生徒の実態に応じたワークシー

トを準備する｡教材教具は,生徒の思考の妨げにならないように,操作しやすい物とする｡

を振り返るために

集団活動では,友達と一緒に確認し合えるように,合成について思考した最後に発表を行うよ

うにする｡合成した数の正答だけでなく,指差しをせずに数をとらえたり教材教具の少ない操作

で答えを出したりするなどの合理的な思考についても振り返るように,称賛の言葉掛けをする｡

誤答については,個別学習の際に対応するようにする｡

個別学習では,教材教具を使ってできる限り自分で答えの確認をして振り返るようにし,必要

に応じて言葉掛けをする｡ワークシートにシールを張ったり,赤ペンで丸をしたりして達成感や

自信がもてるようにする｡

践意欲を高めるために
ワークシートを一緒に確認したり,数詞による具体的な合成問題に答えたりして,獲得した力

や学習課題を生徒がよく理解できるようにし,次の授業での活用につながるようにする｡
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(5)場 の設 定

【集団学習 】 【個別学習】

(6)教 材 ・教 具

数板 さい こ ろ(ド ッ ト) さいころ(数 字) 学習ボー ド

ドッ トを加 え,分 離

量 としての数 の量感 が も

て る よ うにす る。

合成黒板

合 わせ て最 大5に な る

よ うに 目の 数 が0～2と

1～3の2種 類 用意す る。

数板 と対応 しやす い よ う

に同 じ ドッ トとす る。

合成 ボー ド

合 わせ て最 大5に な る

よ うに 目の 数 が0～2と

1～3の2種 類 を 用 意 す

る。

カ ラー ボー ル

机 を拡 張 し,教 具 の

操作 を行 う。

数合成板

さ い こ ろ の 目の 数 を

数板 に変換 した り,合 成

した りす る操作 に使 用す

る。

木 製 ブ ロ ック を操 作

し,合 成 につ いて考 える。

赤,青 の2色 の ボ ー

ル を操 作 し,合 成 につ い

て考 える。

ボ ー ル が 転 が りな が

ら合 わ さって い く。 興味

を もち,数 の合成 の確認

をす る。

 -  19  -



(7)評 価

① 個人目標に関する評価

生 徒

H.T

(1年,男)

F.M

(1年,女)

M.F

(2年,男)

M.T

(2年,男)

A.T

(3年,男)

O.N

(3年,女)

個人目標の評価基準
5ま で の数 に つ い て

A:ド ッ トや カ ラ ー ボ ー ル,木 製 ブ ロ ッ ク の 集

ま りを 見 て,個 数 を ま と め て と ら え る こ とが

で きた 。

B:ド ッ トや カ ラ ー ボ ー ル 木 製 ブ ロ ッ クの 集 ま

りを 見 て,一 つ ず つ 指 差 しで 数 え個 数 を と ら

え る こ とが で きた 。

C:教 師 の 支 援 を 手 掛 か りに,合 成 す る こ とが

で きた 。

10ま で の 数 につ い て

A:ド ッ トや カ ラ ー ボ ー ル や 木 製 ブ ロ ッ ク の 数

を ま とめ て と ら え な が ら,合 成 す る こ と が で

き た 。

B:ド ッ トや カ ラ ー ボ ー ル,木 製 ブ ロ ッ ク の 集

ま りを 見 て,一 つ ず つ 指 差 しで 数 え 個 数 を と

ら え る こ とが で きた 。

C:教 師 の 支 援 を 手 掛 か りに,合 成 す る こ とが

で きた 。

10ま で の 数 に つ い て

A:木 製 ブ ロ ッ ク を 自分 で 操 作 し,ド ッ トや カ

ラ ー ボ ー ル,ブ ロ ッ ク の 数 を ま と め て と ら え

な が ら,合 成 す る こ とが で きた 。

B:木 製 ブ ロ ッ ク を 自分 で 操 作 す るが,個 数 を

一 つ ず つ 指 差 しで数 え な が ら合 成 す る こ とが

で きた 。

C:教 師 の 支 援 を 手 掛 か りに,合 成 す る こ とが

で きた 。

10ま で の数 に つ い て

A:数 板 や 木 製 ブ ロ ッ ク を 自 分 で 操 作 し,ド ッ

トや ブ ロ ック の 数 を ま とめ て と ら え な が ら,

合 成 す る こ とが で き た。

B:木 製 ブ ロ ッ ク を 自分 で 操 作 す るが,個 数 を
一 つ ず つ 指 差 しで 数 え な が ら合 成 す る こ とが

で きた 。

C:教 師 の 支 援 を手 掛 か りに,合 成 す る こ とが

で きた 。

10ま での数について

A:ド ッ トや木製ブロックの数をまとめて とら

えなが ら,合 成することができた。

B:木 製ブロックを自分で操作す るが,個 数を
一つずっ指差 しで数 えなが ら合成す ることが

できた。

C:操 作 した数板や木製ブロックを一つずつ指

差 しで数えた。

10ま で の 数 に つ い て

A:数 字 を 見 て 思 考 し,合 成 す る こ とが で き た 。

B:数 板 や 木 製 ブ ロ ッ クの 操 作 を 手 掛 か りに,

合 成 す る こ とが で き た。

C:操 作 した 数 板 や 木 製 ブ ロ ッ ク を 一 つ ず つ 指

差 しで 数 え た。

評価 具体的な手立ての評価

○5ま での数の課題設定が適切

であったか。

○ ドッ トやカラーボールがま

とめて とらえやす く見せ られ

たか。

○10ま での数の課題設定が適

切であったか。

○ ドッ トやカラーボールの提

示がまとめてとらえやすいも

のであったか。

○ 教材教具の提示や利用が「合

わせ る」ことの意味理解 を深

めるために適切であったか。

○10ま での数の課題設定が適

切であったか。

○ ドッ トやカラーボールの提

示がまとめてとらえやすい も

のであったか。

○ 教材教具の提示や利用が 「合

わせ る」ことの意味理解 を深

めるために適切であったか。

○10ま での数の課題設定が適

切であったか。

○ 教材教具の提示や利用が「合

わせ る」ことの意味理解を深

めるために適切であったか。

○10ま での数の課題設定が適

切であったか。

○ ドッ トやブ ロックの提示が

まとめてとらえやすいもので

あったか。

○ ブロ ック等の操作が合成を

考えやすくしたか。

○ 数字だけを扱 って合成につ

いて考 えることが適切であっ

たか。

○ ブ ロック等の操作が合成を

考えやすくしたか。

評価

② 全体 目標に関する評価

○ 数板や木製ブロ ック等の操作 を手掛か りに,2数 の合成ができたか。
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